
   

. 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：8月 11日（金･祝）、26日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 8月、9月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：8月 5日（土）、13日（日）、14日（月）、21日（月） 

        9月 2日（土）、10日（日）、11日（月）、19日（火） 

活動時間：夏時間の予定（9:00～12:00）9月は気温によって通常時間（10:00～15:00）      （福田記) 

  

 
 

目 次 
 
 

 1P 活動予定 

 5P 活動報告 

11P  リレーエッセイ 

12P おすすめマイ・フィールド 

14P 月刊ブックレビュー 

15P 掲示板 

15P 編集後記 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ハス＠名瀬の里山   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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★■フォレスト21「さがみの森」 

「フォレスト 21 さがみの森」は毎月第 2 土曜日と第 4 日曜日に定例活動をしています。が、この 8 月の第 2 土

曜日は、活動ナシ。27日（日）の活動は午前中で午後は BBQの予定です。 

集合は、8：30で橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前です。                (和田記) 

 

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※ 

①下記の専用フォームに入力してください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform 

その際、｢フォレスト 21 さがみの森｣を知ったきっかけについて、｢NPO 法人全国森林インストラクター神奈川会

の紹介｣と入力してください。 

②または、｢フォレスト 21さがみの森｣担当の樋口満里さんにメールしてください。 

E-mail：sagami@moridukuri.jp  

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 

第一ライトビル 405号室  TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 

※※※2回目以降※※※ 

登録すれば個人宛に案内が届くようになるので「調整さん」に入力してください。         (久保記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「夏休みのお知らせ」と「9 月～12 月の予定」 

＜夏休みのお知らせ＞ 

7 月と 8 月は、真夏日や猛暑日の中での散策となり、熱中症等のリスクが高く危険なため、休会（夏休み）とい

たします。 

9月から再開いたします。 

＜9月～12月の予定＞ 

9月～12月の予定（概要）をお知らせいたします。 

尚、予定は、変更になる場合がありますので、ご了承ください。 

詳細が決まりましたら、全国森林インストラクター神奈川会ホームページ、会報「森人だより」に案内を掲載い

たします。 

9月  皇居東御苑・北の丸公園の散策 

10 月 大雄山最乗寺とその周辺の散策 

11 月 鎌倉（二階堂付近）の散策 

12 月 港北ニュータウン（市営地下鉄 都筑ふれあいの丘駅～センター南駅～センター北駅周辺）の散策 

（大橋記） 

 

★■四季の森公園「自然を訪ねて～昆虫を探そう」 

 「虫のしわざ」を探しながら歩きます。 

集合はいずれも北口管理事務所前です。 

事前下見：8月 12日（土）10：00～12：00 

当日下見：8月 20日（日）10：00～12：00  

本  番 ：8月 20日（日）13：00～15：00（12：45 受付開始）  

場  所 ：県立四季の森公園 コース未定 

スタッフ：リーダー：角田 サブリーダー：吉原、高田（裕） 

(角田記) 

  
変なケムシ？ その正体は… 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
mailto:sagami@moridukuri.jp
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■室内勉強会（オンラインで実施） 

8 月の室内勉強会は勉強会担当の佐藤がドイツ人の森林との関わりについて、地理・文学・自然療法・食物・林

業などいろいろな角度からご紹介いたします。 

 

日 時：8月 4日(金)  19:30～21:00 

テーマ：森林の国ドイツのこころ 

講 師：佐藤 淳（H24） 

概 要：ドイツは林業大国と言われます。古代は「ゲルマンの森」に覆われ、人々は自然を崇拝し木々や山、石

などに神々が宿ると信じてきました。菩提樹や温泉・自然療法を好み、ワンダーフォーゲルなど今も自然を愛す

る国民です。こうした国民性はロシアとの厳しい国際情勢のもと、本年 4月の原子力発電廃止という地球環境に

とって先見性のある決断にも繋がるものでしょう。私たち森林インストラクターにとっても興味深いことの多い

国だと思われます。そんな「ドイツのこころ」について、様々な角度から 2019年 6月に訪問した際の思い出も含

めてご紹介いたします。                                  （講師記） 

 

参加方法等：会員宛にメールで参加要領をお送りしますので、ご自宅のPCやスマホから、ZoomミーティングのURL

をクリックして参加してください。 

※皆様の参加をお待ちしています。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com          📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com  📱：080-1081-1034  

                                            （佐藤(淳)記） 

 

■山こい倶楽部第 95 回企画「乾徳山」 

8月の山こいは、山梨県の乾徳山です。扇平のお花畑と山頂からの展望が楽しみです。 

今回のリーダーは吉原さん、サブリーダーは中澤（靖）さんです。 

概 要：乾徳山は、山梨県山梨市にある標高 2,031m の山で、森林・草原・岩峰の 3 つを味わうことができます。

山頂付近に岩壁を登る箇所（鎖場）がありますが、巻き道もあります。かつては修行の山であり、武田信玄の菩

提寺・恵林寺の山号になっており、日本二百名山／山梨百名山の 1つです。 

・歩行距離約 10km、標高差 1,211m、歩行時間 6:35、やや健脚向け。 

日 時：8 月 11 日（金・祝） 

場 所：乾徳山 

集 合：JR中央本線 塩山駅南口１番バス乗り場 8:20 （8:30山梨交通バスに乗車予定） 

解 散：JR中央本線 塩山駅 16:45ころ（乾徳山登山口バス停 16:08発、塩山駅 16:40着） 

〈往路参考〉八王子 6:53発 中央特快高尾行  高尾 7:00 着 7:06発 普通甲府行 塩山 8:14着 

〈復路 〃 〉塩山 17:20発 普通立川行  八王子 18:48着  

コース：塩山駅〈バス〉(8:30)=乾徳山登山道入り口     (9:02-9:10)－国師ヶ原    (11:20)－扇平(11:50)－ 

乾徳山頂上(12:50-13:15)－扇平(14:00)－国師ヶ原    (14:30)－登山道入口〈バス〉(16:00- 

16:08)=塩山駅(16:40) 

参加費：500 円、 

装 備：昼食、行動食、飲み物、夏山ハイキングの装備、雨具、保険証、救急セット、レジャーシート、 

ヘッドランプ、あればストック、地図、コンパス、双眼鏡など 

リーダー 吉原 秀敏（090-2636-1381）  サブリーダー 中澤 靖彦（090-2544-5506）        (吉原記) 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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注意事項： 

* 発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 高所で紫外線が強いので、目や皮膚の弱い方は対策をしてください。 

* 暑いことが予想されますので水分は多めのご準備を。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

参加を希望される方は 8 月 8 日（火）までに松井までメールでお申し込みください。 

(山こい事務局 松井公治 ma1950koji@yahoo.co.jp） 

 

■森こい倶楽部 第四十九回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：大山街道二子～溝口、宿場の名木古木と史跡（川崎市高津区） 

プラス Oneテーマ:宿場町の名木古木  

開催日：9月 3日（日）10:00～15:30 

集 合：東急田園都市線 二子新地駅西改札外 10:00  

リーダー：石川 雄一（25年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

社会情勢を鑑み、原則コロナ以前の状態に戻っての活動とします。ガイドは当面マスクをしますが、参加者の皆

様は自己判断でお願いします。 

申し込み：ご参加の方は、9 月 1 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願いし

ます。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

 

概要・行程 

残暑厳しき折ですので、途中クールダウン可能な、フラットな行程を設定しました。二子新地駅を出発、初めに、

大山街道の旧二子の渡しの南側、府中街道沿いの二ヶ領用水に囲まれた、二子・諏訪・北見地区の、寺社の名木

古木を愛で、古木の森に囲まれた小黒恵子童謡記念館で涼をとります。大山街道に戻り、岡本かの子所縁の二子

神社川崎市まちの木 50選のムクノキを初め、光明寺、街道に残る蔵造りの旧家、文学碑、などを目にしながら、

高津図書館、大山街道ふるさと館などで、クールダウン休憩を取り街道を進みます。溝口神社の御神体巨樹巨木

を詣り、今やヤクルトスワローズの聖地となった宗隆寺や、真宗寺の金色お守り大仏にお参りし、溝口駅で解散

です。熱中症対策に十分留意しながら、安全第一で進みますし、街中ですので、体調によっては途中離脱も可能

なコースです。 

コース概要 

東急二子新地駅    →大陸天社公園→二子塚跡→二子坂戸緑道→石橋供養塔→果樹園（梨）→安養院→御嶽神社→

正福寺→白髭神社→北見方公民館    →東高津公園→諏訪天神塚古墳→馬頭観音→小黒恵子童謡記念館    →明王

院→諏訪神社→一本松の碑→二子新地駅     →旧二子の渡し→岡本かの子文学碑・二子神社→大山街道→大貫家

跡→光明寺→溝口緑地・國木田独歩の碑→高津図書館     →灰吹屋→大山小径→民権運動と上田家→大山街道ふ

るさと館     →濱田庄司ゆかりの家→糀ホールとギャラリー糀→二ヶ領用水と大石橋→溝口神社→宗隆寺と御会

式・万灯→真宗寺・金色お守り大仏→（武蔵）溝口駅    （東急田園都市線・JR南武線） 

歩行 8㎞（ほぼフラットな行程です） 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
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以降の予定 

10 月 1日（日） 淡水魚の里・水郷田名、相模川段丘の自然と史跡（相模原市中央区） 

11 月 5日（日） 化粧坂から常盤山緑地・常盤邸跡、大仏切通（鎌倉市） 

12 月 3日（日） 篠原城址、小机城址から新横浜公園の渡り鳥（横浜市港北区） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 

鳥こい倶楽部の 2023シーズンは、7月で終了しました。2024シリーズは、2023年 12月から始める予定です。 

(中澤(均)記) 

 

 

 

■かながわジュニア・フォレスター教室 2023 

第 1 回「森で暮らそう｣ 

日 時：7月 22日（土）10:00～23日（日）16:00  

場 所：南足柄市 足柄森林公園丸太の森 

スタッフ：JFIK会員 9名、かながわトラストみどり財団 1名、看護師 1名、一般参加者：児童等 16名 、 

保護者 7名 合計 23名 

 今回、実に 5年ぶりの宿泊キャンプとなりまし

た。当初は定員に近い参加応募があったようです。

しかし、学校等で各種感染症が流行っていたよう

で、今回の参加者も直前になって体調不良による

キャンセルが相次ぎ大幅に人数が減ってしまいま

した。スタッフも班編成などの対応に追われまし

たが、何とかスムーズにプログラムを進行するこ

とができました。これも長年培ってきた経験の賜

物と言えるでしょう。二日間とも天気に恵まれ蒸

し暑く熱中症が心配されましたが、子ども達は大

きく体調を崩すこともなく元気に過ごすことがで

きました。また、下見の時には、散策路でヤマビル

が多く見られたため対策を強化したところでしたが、天気が良く道も乾いていた為か、被害もなく過ごすことが

できました。加えてトラスト担当者の配慮によりトランシーバーの活用や看護師さんが居てくれたことはとても

安心できました。 

活動報告 

来年も来るぞ～！！ 
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 1日目、受付も時間通りに終わり、最初のプログラムはクイズ・ス

タンプラリーです。スタッフが作った問題をクリアしながらスタンプ

を押して園内散策路を歩くものです。これで子ども達も丸太の森に馴

染めたようでした。お弁当を班ごとに食べた後、午後は初プログラム

として「テント張り」を行いました。スタッフも初めて張るテントな

ので、子ども達と四苦八苦しながらも 1時間ほどかけて無事張り終え

ました。自分で「隠れ家」を建てた子供たちはとても楽しそうでした。

夕食のカレーライス作りもほぼ上手くいき、夜のプログラムはナイト

ウォーク・ムササビ観察です。明かりを使わずにムササビを探しなが

ら歩きます。巣箱から出てきたばかりのムササビを見つけて「あっ動いた！

かわいい！」などのひそひそ声を上げながらみんなで見上げていた時です。

突然すぐ上空を飛んでくれたのです。今度は大きな歓声と「白い座布団が

飛んだ！」などのうれしそうな声が上がりました。きっと良い思い出にな

ったことでしょう。 

 二日目、目覚ましを兼ねたラジオ体操のあと、朝食はカートンドックで

す。美味しそうに頬張る子どもたち、うまく焼けたようでした。次のプロ

グラム、林業体験は剪定鋏を使って遊歩道沿いのササ刈りを行いました。

村長さんの林業の話や注意事項の説明後、熱中症に注意しながら道端をき

れいに刈ってもらいました。そして午後、最後のプログラムはこのキャン

プの目玉ともいえるリバートレッキングです。今年から、トラス

トの安全対策としてヘルメットの着用に加え、ライフジャケット

を装着することになりました。万が一の場合には安心できる装備

と言えます。中には川の淀みでライフジャケットを使ってプカプ

カ浮かんでみたり、滝行のような修行気取りで頭から水をかぶっ

ている元気な河童たちもいました。最後の班ごとによる感想文の

発表は、代表が一人で堂々と発表したり、全員で発表したり、な

ぜか班リーダースタッフが代表で発表したりと様々でしたが、そ

れぞれ今回の楽しかったこと、もっとやりたいことなどを思うま

まに発表できていたと思います。 

久しぶりの宿泊キャンプで、以前のようなリピーター参加者も

なく、われわれスタッフのノウハウも薄れてしまっているのでは

ないかと危惧される部分もありましたが、二日間を大きなけがや

病気もなく無事に終了することができました。「また来たい！」という声も多く聞かれ、引き続き来年も「キャン

プ」が実施できることを願うばかりです。                                       （角田記） 

 

  

大きなテントに四苦八苦 

 

こんな感じの白座布団 

（別場所撮影） 

 

マ
カ
ハ
ン
ニ
ャ
～  

ハ
～
ラ
ヘ
ッ
タ
～  

と
ん
喝
ッ
！ 
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■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：7月 1日（土）雨のため中止 

 

作業 2回目 

日 時：7月 9日（日）10:00～15:00 

参加者：合計 30名（JFIK：4 名 地元・地域ボランティア：7名 ファミリー･子供：19名) 

作業内容：●ゾーン 1＆2除草 ●アジサイ園除草 

 

作業 3回目  

日 時：7月 10日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 16名（JFIK：8 名 地元・地域ボランティア：8名） 

作業内容：●久右衛門邸外回り除草 ●午前中は小学校の環境教育もあった。 

 

作業 4回目 

日 時：7月 18 日（火）猛暑のため中止                            (福田記) 

  

アジサイの花ガラ摘み 集合写真 

 ピザ釜から納屋カフェの斜面の草刈り  竹藪手前までの除草 
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■四季の森公園「特定植物観察会～ヤマユリ」 

日 時：7月 8日（土）13：00～14：30 薄曇 後 晴 

場 所：県立四季の森公園 会議室、北口広場～はす池～春の草原～あし原湿原周辺 

スタッフ：広川、佐藤（淳）、久野 

参加者：19名（うち JFIK会員 3名）、公園職員 1名 

 

前日までの酷暑からやや解放された薄曇りの観察会に、

知的障害のある方 2名を含む、19名の方が参加されまし

た。まず、冷房の効いた会議室でヤマユリの解説を約 20

分。ヤマユリの生態、日本に自生するユリの紹介、ユリ園

芸品種のルーツ、ユリ根輸出の歴史などのお話をしまし

た。ユリ園芸品種カサブランカのルーツがヤマユリにもあ

ることを紹介すると、参加者の方々はちょっとびっくり。

カサブランカはどこかヤマユリに似ています。 

その後、3 班に分かれて公園内のヤマユリと初夏の植物

の観察を開始。北口広場に面した里山の西斜面で、例年通

り 3輪のヤマユリが出迎えてくれました。江戸時代末期に

ヨーロッパに渡ったヤマユリは、‟金色の筋の入った女王

（golden banded queen）”として人々に驚嘆されましたが、その名の通り、四季の森公園でも、金色の筋が入っ

た艶やかなひときわ目立つ花を、重たそうに咲かせていました。 

はす池の周りには、初夏の風情が漂うタチアオイが薄いピンク色の花を咲かせていました。タチアオイの原産

地はトルコ～中央アジア。先日、ウクライナ戦争で有名になったロシア民間軍事会社ワグネルの反乱時、ワグネ

ル軍が反乱を起した、タチアオイの原産地に近いロシア南西部の都市が TV画面に映し出されましたが、ワグネル

軍の戦車が走る道端に、真っ赤なタチアオイが満開でした。真っ赤なタチアオイと戦車、花の美しさとその対極

にある戦争、TV画面でその一瞬が映し出されたように感じました。 

里山花壇の周辺には、ちょっと早咲きのアキノタムラソウが群生していました。アキノタムラソウは漢字で書

くと「秋の田村草」だそうですが、これだと何の意味だか分りませんね。ある説によると、「秋の屯草（たむらそ

う）」とも書くのだそうです。古くは集合した軍隊を「屯（たむら）」と呼び、「屯（たむら）・・屯す・・たむろ

す・・人が群れる」という意味なので、花が群れ咲いて

いる様子（屯している様子）を表わして「秋の屯草」と

なったそうです。確かに、アキノタムラソウは茎の先で

いくつかに分枝して花を咲かせるので、群生しているよ

うに見えます。色々な説がありますが、花が屯している

（たむろしている）という表現はぴったりですね。 

 この他、オカトラノオ、ヒヨドリバナ、コバノカモメ

ヅル、ヤブカンゾウ、ヌスビトハギ、ネムノキ、ヤブデ

マリの真っ赤な果実など、初夏の植物に出会えました。

また、あし原湿原近くの北斜面で、茎が斜めになるヤマ

ユリが多い中で背の高いヤマユリが一輪、直立していま

した。最後に凜々しい立ち姿のヤマユリにも出会えた一日でした。また、知的障害のある方々も、室内でのヤマ

ユリの話を真剣に聞かれ、屋外での植物観察も楽しそうに過ごされていました。               (広川記) 

 

北口広場で出迎えてくれた 

golden banded queen 

タチアオイを観察 
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■室内勉強会 「五感で楽しむ森林浴 〜効果と季節に応じた楽しみ方〜」 

日 時：7月 14日(金) 19:30～21:00 

講 師：高田裕司（R3） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立(正）、角田、梶浦、藏田、坂間、佐野(淳）、佐野(仁）、鈴木(敏）、関、瀬尾、寺元、豊川、鳥越、

中澤(均）、西岡、羽田、日比野、松井、松山、吉原、渡邉、佐藤(淳）、嶺 計 23名 東京会 市川 (敬称略） 

 

概 要：講師の高田さんは、農業者支援と健康経営づくりに従事し、また、森林セラピスト、食と農のかたりべ

などの豊富な体験をもとに、森林浴の効果的な楽しみ方をお話していただきました。 

森林浴という言葉は、世界中で shinrin-yoku として使われている。森林浴は 1980 年代に当時の林野庁が「温

泉浴」「海水浴」などから、考案した言葉である。 

また、森林セラピーは、森林浴の効果を科学的に裏付け、森林セラピー基地が全国に 65か所、神奈川県内に 5

か所（箱根やすらぎの森など）ある。 

森林浴効果には、自律神経を高める、ストレス軽減、免疫力アップがあり、血

圧・脈拍の正常化、睡眠の改善、うつ状態の改善、生産性・創造性を高めること

などが実証されている。 

森林空間で効果をもたらすのは、植物（フィトンチッド他）、動物、菌類、微

生物、音、1/f ゆらぎ、清浄な空気、水、景観など。フィトンチッドは、6-8 月

がピークで地上 40㎝のところが濃度高い。  

森林浴効果を得るためには、ゆったりすることをこころがけ、五感を開いてい

く、ゆらぎに身をまかせる。 

・視覚 色を数えてみる。初夏の新緑。梅雨時の元気なコケ。夏の深い緑。秋の

紅葉。 

・聴覚 目をつぶって音を数える。鳥や虫の鳴き声。川のせせらぎ。葉のすれる

音。枯葉をふむ音。 

・触覚 葉っぱの手触り。木肌に触れる。ふかふかの地面を感じる。風を感じる。 

・嗅覚 花の香り。クロモジなど枝葉の匂い。カツラの落葉の匂い（雨の日は香

りが湧いてくる）。サンショウなど匂いが強いものは、利き手でない方の

手、利き手で他のものを触る。 

・味覚 果実、サクラやクロモジの葉をお湯に浸したお茶。 

・その他  裸足で歩く（アーシング：身体電気を地面に逃し、体の電気バランス

を保つ。）。スロージョギング。お互いのことを話し合う（いま頑張って

いることなど自慢話。）。レジャーシートに寝転んで深呼吸をする。 

安全に楽しむためには、有毒なものや触っただけでかぶれる危険な動植物に 

注意する。 

森林浴参加者の感想で多かったのは、「レジャーシートに寝ながらの気持ちよ

さは忘れられない。10分よりもっと時間がほしい。」だった。 

 

高田さんのお話で、森林インストラクターとしての活動にも生かせることがたくさんありました。 

とくに、まず五感を開いてもらうこと、ゆったりする時間をとり参加者にいろいろ感じてもらうこと、レジャー

シートに寝転んだり座ったりして大地に親しむことなどです。いろいろ、大変参考になりました。有難うござい

ました。                                          （吉原記) 

芝生に寝転んで深呼吸 

この木どんな感触 

この葉っぱどんな匂い 



JFIK会報 2023年 8 月号 

- 10 - 

■森こい倶楽部第 48回活動報告 

開催日：7月 2日（日）晴 

テーマ：涼を求めて、子安の里・前田川渓谷から海浜植物の天神島を巡る（葉山町、横須賀市） 

参加者：山路・梶浦・戸田・引田・西岡・塙・広川・石川・金子・久野、会員外 5名、合計 15名 

コース概要：京急汐入駅        →           →        湘南国際村センター→グリーンパーク→子安の里（軽部家長屋門→子安三叉

路の庚申塔→子安観音の石仏→関渡川遊歩道→関根御滝不動尊（湧水））→立石公園（昼食）→秋谷海岸→若命家

長屋門→正行院→前田川遊歩道→十二所神社（芦名経由）→淡島神社→芦名漁港→湘南サニーサイドマリーナ→

天神島臨海自然教育園→        佐島マリーナ入口→          →        JR逗子駅（解散） 

開催概要 

夏の日差しではあるものの、風はさわやかな中、横須賀市の京急汐入駅か

ら、バスで湘南国際村センターに上がり、グリーンパークから相模湾・伊

豆箱根丹沢大山方面の眺望を楽しみ、欧風な住宅地の緑道を一気に子安の

里に下ります。今までと風情が異なる、軽部氏が開いたと伝わる子安の緑

深い里地里山では石仏群が出迎えてくれます。下見で草刈りをしておいた

関渡川遊歩道では、一週間でブッシュが遊歩道を覆い、倒木をくぐり抜け

るなど、少しアドベンチャー気分を味わいました。渓谷沿いの関根御滝不

動尊の湧水などで涼をとり、立石海岸に出ると、安藤広重が描いた高さ 12

ｍの巨岩（立石）が目前に直立します。相模灘の眺望を楽しみながら昼食

です。海風と潮騒を感じながら秋谷海岸を少し歩き、海鼠壁の若命家長屋

門を通り、和田義盛が妻の巴御前を祀った正行院の里地に入り、緑に包ま

れた前田川渓谷のせせらぎの上を歩けば涼気が頬を撫でてゆきます。遊歩

道は、所々、飛び石を渡るスリルがありましたが、全員無事踏破できまし

た。三浦一族芦名の里に入り、丘の上から旧芦名城あたりを鳥瞰し、タブ

ノキなど海洋性照葉樹林に点在する十二所神社、淡島神社に歴史を感じな

がら芦谷漁港・マリーナ経由、海浜植物の宝庫天神島に向かいました。天

神島は神奈川県の天然記念物及び名称に指定されている、横須賀市自然・

人文博物館附属、天神島臨海自然教育園となっています。天神島ビジター

センターで展示物を見学しながら涼を取り、島内の散策では、ハマオモト

（ハマユウ）・ハマボウ・ハマゴウ・スカシユリ・ネコノシタ・ツルナ・ヒ

トモトススキ・など多くの海浜植物と、地球の躍動を感じる磯台地を周遊

しました。猛暑到来シーズンですが、里地の緑蔭、渓谷のせせらぎ、海浜

植物の海風の涼を感じることができる、三浦半島を味わい尽くし、全員無事

に熱中症にもかからず、佐島マリーナ入口からバスで JR 逗子駅に戻り解散

しました。                        （久野記） 

  

子安の里の石仏群 

淡島神社 

スカシユリ・天神島 
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                                      R４ 和田 正仁 

 
 R4 和田正仁ともうします。早速ですが私のトピックスと、そこから思った事について記します。 

先日、日本森林インストラクター協会（FIJ）オンラインセミナーを初めて受講しました。近年の林業大学校の

動向などを取り上げた内容との事でしたので、近年では関心があり受講した次第です。岐阜県立森林文化アカデ

ミーの副学長を勤められた講師からの事例紹介を中心に、林業をはじめ森林とその活用に関する様々な分野の一

端を知ることができました。 

 これに先立って、同じく「こどもの森づくりフォーラム in 

SAITAMA」(以下｢こどもの森～｣)の情報提供があり、副題にあ

った「〜こどもたちの「生きる力」を育むため、園庭や地域の

森等の整備・緑化を推進する〜」にググッと興味をそそられて、

開催の二日間を秩父まで通っても来ました。私が住む多摩地域

からはちょっとした小旅行といった感じになりましたが、様々

に気づきや再確認の良い機会になりました。 

  

 紹介が前後しましたが、私はひなた村という子ども施設に勤務しています。例えれば、かつての青少年施設と

いったところで、30年前の開設時から文化活動と野外活動共に幅広く提供して来たと聞いています。立地は、市

街地外れの丘上にあり、周囲の自然公園風の緑地も含めた施設となっています。その事もあってか先のテーマに

関心を高めた訳です。 

 現在もこの環境を活かす事を含めて体験活動の提供をミッションとしていて、近年特に自然環境を活かした遊

びや工作を「あそびまなび」として提供する事に職員一同取り組んでいます。実際は、森で見つけた小枝でえん

ぴつを作ったり、立木にネットやカーテンを張ったハンモックで遊んだり、焚き火体験の機会を提供したりなど、

同様の環境や施設でも実施している事のほかに、単純に丸太投げして遊んだり、ただひたすらシャベルで地面を

掘ることを遊びにしたりなどを子どもや子どものいる家族向けに行っています。これらは近年プレイパーク等で

も一般的になりましたが、強いて特徴とするならば、施設事業として行なっている事でしょうか。先の「こども

の森〜」や「森の整備〜」に関心が向くのは、自身の野外活動に関する体験やキャリアの他に、活動で利用する

緑地や取り巻く環境を「私のサイト」と捉えていて、より良い形で「気づく・知る」の機会提供がしたいからだ

と思います。 

 「こどもの森〜」は、2025年開催予定の第 75回全国植樹祭埼玉 2025

の関連事業として開催されました。特に今回が第 1回の開催で全国初

の催しでした（第 2 回は来年愛媛県での開催だそうです）。分科会講

師やフォーラムのパネラーに各分野で著名な方々が揃われていた事を

知り、また、今回は保育年代にフォーカスされていましたが、そこは

流石、全国区の催しからは期待した通りの刺激が得られました。その

中から特に、様々ある取り組みが今後に必要な「多様性」という当た

り前の再確信に至り、私の思う森林や自然とその中での活動は、森林

インストラクターという肩書きを得ても「あり」なのだと思いを強くした次第です。当面は、「私のサイト」を興

味持っていただくように紹介出来ることに取り組みます。 

リレーエッセイ 
 

フォーラム会場の秩父市秩父宮記念市民会館 

参加者と一緒につくる「森のハンモック」 
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No.22 新治市民の森と三保市民の森の林縁を歩く（徒歩巡礼訓練コース第１回） 
 （坂間 至朗） 

▶ 概要 

私が徒歩巡礼用に訓練しているフィールドを紹介する。自宅（横浜市緑区西八朔町）～十日市場駅～三保市民

の森（西側）～上瀬谷通信隊跡地～瀬谷市民の森～矢指市民の森～三保市民の森（東側）～新治市民の森～十日

市場駅の約 20Kmコース。私の場合、徒歩巡礼は 1日 20Km 前後を目安にしているのでそれを元にこのコースを設

定した。巡礼を始めた 2018年以来、数十回歩いている。4つの横浜市民の森と里山や住宅街を通る緩やかなアッ

プダウンがある道である。長く、広域に渡るので 3回に分けて紹介する。 

 

第１回：十日市場駅～新治市民の森（西側林縁）～三保市民の森（西側林縁）～「亀甲山」バス停 

第２回：「亀甲山」バス停～上瀬谷通信隊跡地～瀬谷市民の森～追分市民の森～三保市民の森（三保平）～ 

「三保市民の森」バス停 

第３回：「三保市民の森」バス停～新治市民の森～十日市場駅 

 

▶ 第１回 十日市場駅～新治市民の森（西側林縁）～三保市民の森（西側林縁）～「亀甲山」バス停 

JR 横浜線の十日市場駅をスタート地点とす

る。駅改札を右に出て、商店街の緩やかな坂を

上り十日市場ヒルタウン（市営十日市場住宅）

に向かう。十日市場郵便局の先の左、コンビニ

（トイレ可）後ろ側の「ドレッセ横浜十日市場」

は人工の雑木林となっており、トレイルコース

が整備されていて自由に散策できる。高層マン

ションの緑地であるが、横浜市市街地環境設計

制度に基づき開発されているのが特徴で、林冠

にはハクサンボク、林床にはタニウツギ、地被

にはエビネ、又、シジュウカラやコゲラなどの

野鳥が見られる。私はコンビニでアイスクリー

ムを買って食べながら散策する。 

ヒルタウンを抜け、新治市民の森の尾根道に

出ると左側は「へぼそ（新治市民の森の地名）」

で林縁となっており、マユミ、モミジイチゴ等

の植物が見られる。右側は開けており、大山、

丹沢、近くには緑区最高峰の高尾山（標高：

100m）が眺められる。横浜創英短大を左側に見

て今度は直ぐ三保市民の森のヒノキの人工林が

広がる西側尾根道に出る。この森の「きじが原」

（水飲場あり）の手前でムクノキの大木に会え

る。「きじが原」にあるシダ図鑑のプレートは 

シダ全般の解説が記されており、お見逃しなく。ここまでは尾根道になっているので道なりに行けば迷うことは

ない。 



JFIK会報 2023年 8 月号 

- 13 - 

この森を抜け西横浜変電所を左に見て五差路を見たら一番

手前を右折して「若葉台南側」交差点まで下る。下ると今回の

目玉である水道橋が左側にドーンと見える（写真右：マツヨイ

グサの向こうに水道橋）。横浜市民の一人として自分はこの水

で命を繋いでいるのだなと考えるとテンションが上がる。この

交差点にある「若葉台南」

バス停から十日市場駅もし

くは三ツ境駅にエスケープ

できる。 

水道橋の真下の地元の

講が建造した道祖神と先右の杉山大明神社を参り、歩行の安全に感謝する。杉

山（大神）神社は横浜市を中心とした流系（鶴見川流系、帷子川流系等）にし

か見られない不思議な神社である。ややコースから離れるが、神社のすぐ先を

右折して 200m程上ると水道橋に続く水道道に出、珍しい五神明地神塔が見ら

れる（写真左：五神明地神塔）。五穀豊穣を願い農業に関係の深い土地神を祀

っている。五角柱の塔に①天照大神②少彦名神➂埴安姫神④大己貴神⑤倉稲

魂神の五神が刻まれている。地元農民の信心深さが伺える。巡礼訓練コース第

１回は国道 16号の「亀甲山」バス停までとする。 

 

■アドバイス 

▶ アクセス 

 始点：JR横浜線 十日市場駅 

終点：「亀甲山」バス停より神奈中・相鉄バスで三ツ境駅、鶴ヶ峰駅、鶴間駅、十日市場駅へ 

▶ 昼食＆休憩 

 「ドレッセ横浜十日市場」（コンビニ裏）にベンチ多数あり。あるいはこのコンビニで買って、先の「きじ

が原」にもベンチが多数あるので休憩＆食事できる。ここには桜の大木が何本かあるので春がおすすめ。 

昼食のおすすめレストランは、横濱一品香（「若葉台南側」交差点）で、ランチプレートが美味しい。 

▶ 新治市民の森 

コース途中にある市民の森。十日市場駅から徒歩約 20分の所に位置する。昭和 40年代後半から始まった猛

烈な宅地開発により緑地が消滅していったが、横浜市の北部で唯一まとまって残された“最後の森”と言え

る貴重な場所。昔ながらの里山と谷戸が残され、多くの動植物が確認されている。時間が許せば、是非立ち

寄ってみたい。「徒歩巡礼訓練コース第３回」で詳細紹介予定。 

▶ 三保市民の森 

緑区・旭区にまたがる約 40 ヘクタールの広大な森で、近隣の新治市民の森、四季の森公園、ズーラシア隣

の植物公園予定地などと共に「北の森」と称される横浜市北西部の丘陵地に緑地帯を形成している。森は鶴

見川支流・梅田川の源流域でもあり、市内でも有数のシダの生育地として知られ、日本で見られる 630 種の

うち、約 6分の 1の種類のシダ群が見られるという。「徒歩巡礼訓練コース第２回」で詳細紹介予定。 

▶ 横浜市市街地環境設計制度 

敷地内に歩道や広場（公開空地）を設けるなど、総合的な地域貢献を図ることを条件に、建築物の高さや容

積率を緩和することで、良好な市街地環境の形成を誘導する制度 

▶ 杉山神社 

 会報 2020年 9月号に詳細が投稿されているので参照願いたい⇒ＪＦＩＫ ニュース (jfik.org) 

http://jfik.org/from-forest/wp/wp-content/uploads/2020/10/no151-2020-10.pdf
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書 名：樹木病害ハンドブック 

編 者：（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所 きのこ・森林  

微生物研究領域 

出版社 : 全国森林病虫獣害防除協会 

発売日 : 2021/12/15 

版 型 : 110 mm×182 mm 168ページ 

定 価： 3,300円（税込み） 

 

 本書は、2009（平成 21）年 3月に CD版として全国森林病虫獣害防

除協会から発行された樹木病害デジタル図鑑の書籍版であり、全国の

試験場や大学の 42 名の専門家によって執筆されている。最初に樹木

病害診断の基礎知識として基本用語と主な病名の解説があり、専門家

でなくてもわかりやすいように書かれている。 

樹木の分類順に書かれているので、観察対象とする樹木に異常がみ

られたときの原因を推察することができるため、森林インストラクタ

ーの樹木解説に深みを与えるという点で有用である。ただし、最近の

図鑑などに採用されているAPG分類体系ではなく従来のエングラー体

系に準じており、樹種の五十音順に並べられているので、使い勝手はいいが今後の改訂版で変更されていく可能

性がある。 

それにしても、多くの樹種について多くの病害がわかりやすい写真を用いて解説されており、樹木医でなくて

も樹木の病気を特定できる手段となるであろう。例えば、スギのこぶ病、暗色枝枯病など 9種類、マツ類のすす

葉枯病、葉さび病など 15種類、カエデ類のうどんこ病、胴枯病など 8種類、ツツジ類のさび病、てんぐ巣病など

8種類、ツバキの粉もち病、炭疽病など 8種類、サクラ類のこふきたけ病、幹心腐病など 21種類もの病気が記載

されている。 

巻末には、病名索引（もちろん樹種名順）、病原体名（和名）索引、病原体名（学名）索引があり、関連書籍や

関連機関などのリストもあり、ユーザーにとっての利便性も備えてある。 

 本書は一般の書店では販売されておらず、発行元の全国病虫獣害防除協会に直接申し込む必要がある。 

https://forest-pests.sakura.ne.jp/kankoubutu/ 

（佐野淳之） 

 

  

月刊ブックレビュー 

https://forest-pests.sakura.ne.jp/kankoubutu/
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7月度の会員異動 

7月28日現在  会員数160名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：7月28日（金）19：30～20：30  

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事12名、監事1名、会員3名 計16名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封して 

お送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行のATM か

ら振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。 

メール：amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

編集後記 

うだるような危険な暑さの毎日

が続きます。みなさん熱中症に

お気を付けください。出かける

前の日から多少しょっぱいもの

を摂っておくと多少違うようで

すよ。（かじうら） 

数年ぶりに花火大会

を近くで観ることがで

きて感動しました！ 

(松山) 
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